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新年あけましておめでとうございます。

会員並びに関係者の皆様には、平素より本会の業

務運営並びに本県の農業農村整備事業の推進につき

まして、格別のご支援とご尽力を賜り心より厚くお

礼申し上げます。

本年も役員、会員の皆様はもとより、関係各位の

ご支援を賜りまして会の運営を行って参りますので

どうぞよろしくお願い申し上げます。

さて近年、地球温暖化や大規模災害の頻発化、長

期化する新型コロナウイルスの世界的な感染拡大、

さらにはロシアによるウクライナ侵攻など、食料安

全保障を巡る負の影響が国際社会に生じています。

食料流通の機能不全や食料価格の高騰に国内におい

ても不安感が増している状況です。農業・農村に目

を向けますと、これらの問題が原油価格、肥料、飼

料などの物価高騰等に繋がり、農業従事者にとって

は、厳しい状況に直面しております。

このような情勢ではありますが、食料生産を支え

る農地や農業水利施設等の農業生産基盤は、確実に

維持していかなければなりません。

令和２年３月に閣議決定された「食料・農業・農

村基本計画」、令和３年３月に閣議決定された「土

地改良長期計画」及び令和３年５月に策定された「み

どりの食料システム戦略」の実現に向け、農地の集

積・集約化、農地の大区画化・汎用化等の農地整備、

スマート農業の展開に向けた基盤整備、農業水利施

設等の維持・更新を適時適切に行い、農業を魅力あ

る産業として引き継いでいくことが極めて重要であ

ります。

また、本県では、災害に強く安心して暮らすこと

ができる県土づくりを目指す「山梨県強靭化計画」

において、農村地域の事前防災・減災対策や農業水

利施設等の長寿命化対策を重要な施策として位置づ

け「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化

対策」を活用した農業水利施設等の整備を積極的に

進めているところであります。

特に農業用ため池については、防災工事等の集中

的かつ計画的な推進を図るため、県が定めた「防災

重点農業用ため池に係る防災工事等推進計画」に基

づき、令和３年７月本会内に開設した「山梨県ため

池サポートセンター」において、本年度は、昨年度

の10箇所を上回る23箇所について技術的指導及び

点検などを実施することとしております。

そのような中、昨年12月の国の令和５年度概算

決定において、農業農村整備事業当初予算について

は、対前年度比100.1％の4,457億円となり、農業

農村整備事業の着実な振興が期待されるところであ

ります。

今後も、国や県の施策に呼応し、地域の実情を踏

まえた支援に努めるとともに、豊かで持続可能な農

業農村をめざして、国、県、市町村、土地改良区を

はじめとする関係機関との連携を図り、会員の皆様

のニーズに応えられるよう、更なる振興と発展に努

めて参りますので、一層のご理解とご協力を賜りま

すようお願い申し上げますとともに、皆様のご健勝

とご多幸を心からご祈念申し上げ、新年のご挨拶と

いたします。

1

山梨県土地改良事業団体連合会
会　長　　内藤　久夫

ごあいさつ
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新年明けましておめでとうございます。謹んで新

春の御挨拶を申し上げます。

山梨県土地改良事業団体連合会の会員の皆様に

は、日頃から、県農業行政、とりわけ農業農村整備

事業の推進に格段の御理解と御協力を賜り、心より

感謝申し上げます。

また、「山梨県ため池サポートセンター」の運営

につきましても、多大なる御協力をいただき、重ね

てお礼申し上げます。

さて、昨年７月に公表いたしました「令和３年の

農業生産額」は、生産者の弛まぬ御努力と、農業用

施設の維持管理を行う土地改良区の皆様など関係者

の御尽力により、27年ぶりに1,100億円を超え、ま

た、果実輸出額も17億6,000万円と飛躍的に増加い

たしました。

しかしながら、昨年来の燃料や飼料、肥料、資材

等の価格高騰、米国産ももの輸入解禁要請、近年の

異常気象など、農業を取り巻く環境は厳しい状況が

続いております。

このため、県では、中長期的に価格高騰分を吸収

できる持続可能な経営体質に変えていくべく、生産

性の向上やコスト削減に向けた取り組みを積極的に

支援しております。

また、外国産果実の輸入等を踏まえ、県産農産物

と産地の競争力をより一層強化するため、生産から

流通、販売までの一連のプロセスについて、三位一

体の高度化を進めております。

まず、生産面では、県オリジナル品種への改植や

データ農業による生産性の向上、匠の技の継承・省

力化につながるスマート農業による高品質化・省力

化の早期実用化により、経営体質の強化を鋭意進め

て参ります。

また、流通・販売面では、競争力の強化につなが

る共同選果施設等の整備を積極的に支援するととも

に、「おいしい未来へ　やまなし」をキャッチフレー

ズに、品質の高さに加え、農業分野におけるSDGsの

取り組みなど、おいしさの先を行く、付加価値の高

い県産農産物の魅力を効果的に発信して参ります。

こうしたブランド価値向上の取り組みを進めてい

く前提として欠かせないのが、生産基盤の計画的な

整備であります。

県では、本年も農地中間管理機構と連携した多様

な中心経営体等への農地集積・集約化を推進すると

ともに、本県農業の基幹である果樹産地等の着実な

再編整備により、生産性の向上やコスト削減を図り、

生産者の所得向上につなげて参ります。

併せて、防災重点農業用ため池の耐震・豪雨対策

や老朽化した排水機場の更新、土砂災害防止施設等

の整備を着実に進め、農村地域の安全・安心を確保

して参ります。

本年も、本県農業の維持・発展に向けて、農政部

職員一丸となり、積極果敢にチャレンジして参りま

すので、皆様方の一層の御協力をお願い申し上げま

す。

結びに、山梨県土地改良事業団体連合会の益々の

御発展と、皆様の御多幸・御活躍を心より御祈念申

し上げ、年頭の挨拶といたします。

山梨県農政部　
部長　大久保　雅直

新年の挨拶
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新年明けましておめでとうございます。

山梨県土地改良事業団体連合会の会員の皆様に

は、健やかに新春をお迎えのことと、心よりお慶び

申し上げます。

また、常日頃より、農業農村整備事業の推進にあ

たりまして、多くのお力添えをいただいております

ことに心より御礼申し上げます。

さて、現在国では、人口減少下で持続的に発展す

る農業、多様な人々が住み続けられる農村を目指す

ため、土地改良長期計画における政策課題として、

「生産基盤の強化による農業の成長産業化」、「多様

な人が住み続けられる農村の振興」、「農業・農村の

強靱化」を掲げ、各種施策に取り組んでおります。

昨年４月には、農業生産基盤の整備を効果的に実

施し、担い手への農地の集積・集約化を加速するた

めの制度の拡充や、頻発化・激甚化する豪雨災害に

より二次被害が発生するおそれのある農業用ため池

や排水機場等の緊急的な防災工事について、迅速な

実施を可能とするための、土地改良法の一部を改正

する法律が施行されました。

こうした動きに呼応し、本県におきましては、「農

業競争力の強化」と「自然災害からの生命・財産の

保護（農村地域の強靱化）」を柱として農業農村整

備事業を推進しております。

農業競争力の強化を図るためには、多様な担い手

への農地集積やスマート農業の実装を可能とする果

樹産地等の整備が重要であることから、農地中間管

理機構と連携した農地集積を進めるとともに、ほ場

や農道等の整備により、区画の拡大や傾斜の緩和な

ど、作業性の良い果樹園等へ再編し、生産者の所得

の向上につなげる基盤整備を進めております。

また、近年、降雨量の増加等により激甚化の傾向

にある自然災害から県民の生命・財産を守るため、

防災重点農業用ため池をはじめ、老朽化した排水機

場の更新整備や農業用排水路等の計画的な整備によ

り、農村地域の防災・減災対策を推進しております。

これらの施策を着実に進めていくためには、農業

農村整備事業の予算をしっかりと確保することが重

要でありますが、国の農業農村整備事業予算も、令

和４年度補正予算と令和５年度当初予算を合わせる

と6,134億円となり、昨年度と同程度の予算規模と

なりました。このことは、貴会役員の皆様の力強い

要請活動のおかげであり、ここに厚く御礼を申し上

げます。

県といたしましても、12月議会において地域の

ニーズに即した整備に必要な補正予算を計上したと

ころであり、令和５年度予算につきましても、しっ

かりと必要額を確保するよう取り組んで参りますの

で、引き続き御協力をお願いいたします。

結びに、山梨県土地改良事業団体連合会の益々の

御発展と本年が皆様にとりまして幸多い年となりま

すよう心より御祈念申し上げまして、年頭の挨拶と

させていただきます。

新年の挨拶

山梨県農政部耕地課
　　課長　浅川　一輝
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令和５年の年頭に当たり、土地改良に携わる全国

の皆様に、謹んで新年の御祝詞を申し上げます。

昨年は、新型コロナウイルス感染症の収束が見え

ない中、様々な感染対策を講じた上で、新型コロナ

ウイルスへの対応と社会経済活動の両立を図るウイ

ズコロナの方針が示されました。皆様におかれまし

ては、「新しい生活様式」を日常生活に取り入れ、引

き続き、感染拡大防止に十分ご留意いただきますよ

うお願いいたします。

また、昨年は、ロシアによるウクライナ侵攻の影

響もあり、一部の国では穀物の輸出規制が実施され

るなど、食料流通の機能不全や食料価格の高騰など

食料安全保障をめぐる負の影響が国際社会に生じま

した。

国内では、農業者の高齢化や減少により、農地や

農業用水の管理に支障が生じているほか、燃料価格

の上昇に伴う農事用電力料金の急激な高騰が土地改

良区の運営を圧迫しています。

このような国内外の情勢にかかわらず、食料安全

保障の観点から、日本の食料生産を支える農業生産

基盤を維持し、国民の不安を解消していかなければ

なりません。

岸田内閣は、こうした状況を踏まえて「食料・農

業・農村基本法」の見直しに着手しました。この検

討の動きを注視しつつ、我々土地改良関係者は、農業・

農村の喫緊の課題に積極的に取り組んでいく必要が

あります。

令和５年度予算につきましては、農業農村整備の

着実な推進を求める全国の皆様からの熱意ある要請

活動により、政府予算案において、4,457億円を確

保することができました。この結果、令和４年度の

補正予算を含めると6,134億円となります。

また、令和４年度補正予算において燃料価格の上

昇に伴う土地改良区の電気代高騰分の七割を支援す

る仕組みが導入されました。

御尽力をいただいた当局をはじめ関係各位に心か

ら御礼を申し上げます。

他方、第五次男女共同参画基本計画に続き土地改

良長期計画においても令和７年度までに土地改良区

及び土地改良区連合の女性理事の割合を10％以上と

することが成果目標とされており、我々土地改良団

体における喫緊の重要課題となっています。

将来の組織体制の強化・発展のためにも女性参画

を進めていかなければなりません。皆様の御理解と

御協力を賜りたいと存じます。

さて、私は本会の会長に就任以来「闘う土地改良」

を掲げ、組織一体となって闘ってまいりました。昨

年の参議院選挙においては、土地改良の代表として

進藤金日子参議院議員が見事に当選を果たされまし

た。

宮崎雅夫参議院議員と共に「車の両輪」となって、

全国を駆け回り、皆さんの声を聞き、土地改良予算

の確保だけでなく、現場が直面している課題解決の

処方箋を国の政策に反映させるよう奮闘しておられ

ます。皆さんの声が国会に届くよう、二人の活動の

支援をお願いいたします。

輝かしい年の初めに当たり、本年も皆様各々の地

域において更に農業・農村が活力を得て、一層発展

しますよう御期待申し上げますとともに、様々な不

安が払拭され、本年が全国の皆様にとって良き年で

あり、日々健やかに過ごされますよう御祈念申し上

げまして、私の新年の御挨拶といたします。

全国土地改良事業団体連合会
会　長　　二階　俊博

新年に当たって
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新年、明けましておめでとうございます。山梨県

土地改良事業団体連合会の皆様には、旧年中、大変

お世話になりました。お陰様で先般の参議院議員選

挙で再選を果たすことができました。二期目におい

ても、引き続き現場主義、地域主義に徹して政策実

現に努めてまいる覚悟です。本年も何卒宜しくお願

い致します。

懸案の土地改良予算については、昨年12月に成

立した令和４年度補正予算で1,677億円（TPP等対

策：760億円、国土強靭化５か年加速化対策：817

億円、食料安全保障対策：100億円）が措置され、

また、令和５年度当初予算政府原案は昨年度より4

億円増加の4,457億円で、補正予算と合わせて6,134

億円となりました。これらには農業水利施設の電気

料金高騰対策も盛り込まれ、本年度と同様に地域の

要望に応えられる所要の予算が確保できたものと考

えています。

さて、昨年を振り返えると、新型コロナウイルス

感染症が続く中、２月のロシアのウクライナへの侵

略により、エネルギー価格の上昇、穀物価格や飼料

価格の上昇、肥料価格の高騰、円安の急激な進行に

よる物価の上昇等があり、これらは国民生活に大き

な影響を与えています。政府は、エネルギー価格や

電気料金、肥料価格等の高騰対策を講じてきたとこ

ろですが、これらを含め物価高は本年も続くと思わ

れます。引き続き、物価動向を注視しながら必要な

対策を講じることが重要であり、私も各種対策の実

現に貢献してまいる覚悟です。

昨年７月の再選後、全国各地で講演等を行ってま

いりました。そこで感じたのは、経済安全保障と食

料安全保障に対する国民の意識の高まりです。昨年

後半の円安の進行も踏まえ、各種生産拠点の国内回

帰をはじめ国内での強靭なサプライチェーン再構築

の緊急性を改めて認識しております。

また、昨年６月の参議院決算委員会で、私は政治

信条である「食料安全保障について岸田総理に対し

質問しました。総理からは「食料の安定供給の確保

は国家の国民に対する最も基本的な責務の一つ。新

しい資本主義のビジョンの下、食料安全保障を強化

するべく政府一体となって取り組んでいきたい」と

の答弁を頂きました。　　

私は、「食料供給力」（国内生産力、輸入力、備蓄）

の中で弱体化している国内生産体制の強化が喫緊の

課題で、まさに「食料自給力」の強化が不可欠であ

ると訴えています。その最も基礎的なものが「農地・

水等の農業資源」であり、自給力の強化を図るには、

農地と水の持つ機能を高める土地改良を中長期的な

展望を持って推進していくことが重要です。このた

め、今後も予算を安定的に確保するとともに、貴重

な予算を効率的、効果的に執行し、目に見える成果

を出していく必要があります。

本年も土地改良推進に対する貴連合会の皆様のご

協力をお願い致しますとともに、皆様からのご指導

とご鞭撻を心からお願い申し上げ、新年のご挨拶に

させていただきます。

全国水土里ネット会長会議顧問
参議院議員　　進藤　金日子

新年の挨拶
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新年明けましておめでとうございます。山梨県土

地改良事業団体連合会の会員各位ならびに関係の皆

様へ謹んで初春のお慶びを申し上げます。

皆様方におかれましては、日頃より地域の水と土

を守り、農業の発展や農山村の活性化に向け、農業

農村整備事業の円滑な推進ならびに土地改良施設等

の適切な管理や土地改良区の適正な運営にご尽力い

ただいておりますことに敬意を表しますとともに、

旧年中は、私の活動に対し多大なるご支援とご指導

を賜りましたことに衷心より感謝申し上げます。

さて、私も皆様方から多くのご支援をいただきな

がら、昨年８月まで農林水産大臣政務官を勤めさせ

ていただき、その間、皆様方から多くのご要望等を

お受けしましたが、それぞれの地域の課題解決等に

向け、一所懸命に対応させていただきました。こ

れらご要請の事項を含め、昨年12月に成立した令

和４年度第２次補正予算では、農林水産関係で総額

8,206億円、うち、農業農村整備事業関係について

は、1,677億円が措置され、この中には、皆様方か

ら強いご要望があった土地改良施設にかかる電力料

金高騰対策として、増嵩分の７割を支援する新たな

制度も含まれています。また、令和5年度当初予算

の概算決定額として、前年を上回る4,457億円が計

上され、合計額6,134億円となる見込みとなりまし

た。これから行われる国会での議論において、しっ

かりと確保できるよう一所懸命に努めてまいりま

す。

さらに、昨今の国際情勢や長引くコロナ禍により、

農業農村にも多くの影響が及んでいますが、とりわ

け、我が国食料の安定供給を図る食料安全保障の確

立に向けた取り組みが求められております。国内の

食料生産を支える農地や水利施設等の整備・維持と

いう重要な役割を土地改良が担っており、農業従事

者数の減少傾向にも対応するスマート農業を含めた

土地改良の促進や農業農村関係人口の拡大の取り組

みなどを含め、しっかりと推進していくことが重要

です。

私も、卯年の今年は年男を迎えますので、「食・

土地改良・農山漁村は未来への礎」を理念に初心に

立ち返り、これまでにも増して現場主義に徹し、現

場や地域の課題をしっかりお伺いして皆様のお声を

国政に届け、必要な予算の確保と現場の実情に即し

た制度の充実に向け、誠心誠意努力してまいる決意

ですので、引き続きご指導とご支援を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。

結びに、山梨県土地改良事業団体連合会ならびに

関係機関の益々のご発展と、皆様方のご健勝を心よ

り祈念申しあげ私の新年の挨拶とさせていただきま

す。

本年もよろしくお願い申し上げます。

全国水土里ネット会長会議顧問
参議院議員　　　宮 崎 　 雅 夫

新年の挨拶
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山梨県農業農村整備推進協議会要請活動
令和４年12月２日、山梨県農業農村整備推進協議会（会長 内藤久夫）において、自民党、公明党、

財務省、農林水産省、県選出国会議員等へ農業農村整備事業関係の令和５年度予算確保へ向けて要請
活動を行いました。

国の令和5年度概算要求において、農業農村整備事業 当初予算については、対前年度比118％の
5,273億円が要求されており、本協議会としましても、この要望額に応える活動として満額確保と中
長期的に継続した必要額の確保をしていただけるよう、国に対して働きかけを行ないました。

要　旨
　平素より農業農村整備事業の推進につきまして、格段のご高配を賜るとともに、山梨県農業農村整備推進協議会の
活動にご理解とご指導をいただいておりますことに深く感謝申し上げます。
　さて、地球温暖化や大規模災害の頻発化、長期化する新型コロナウイルスの世界的な感染拡大、さらにはロシアに
よるウクライナ侵攻など、食料安全保障を巡る負の影響が国際社会に生じています。食料流通の機能不全や食料価格
の高騰に国内においても不安感が増している状況です。農業・農村に目を向けますと、これらの問題が原油価格、肥
料、飼料などの物価高騰等に繋がり、農業従事者にとっては、厳しい状況に直面しております。

宮崎 雅夫 参議院議員

県選出国会議員 永井 学 参議院議員

藤木 眞也 農林水産大臣政務官

県選出国会議員 森屋 宏 参議院議員

茂木 敏充 自民党幹事長

進藤 金日子 参議院議員

県選出国会議員 赤池 誠章 参議院議員

宮本 周司 財務大臣政務官

県選出国会議員 中谷 真一 衆議院議員
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　令和４年11月30日、長崎幸太郎山梨県知事を訪れ要請活動を行いました。国の令和５年度概算要
求額に合わせ、県においても令和５年度当初予算の編成にあたって、引き続き十分な予算の確保をし
ていただけるよう要望いたしました。
　また、近年頻発する豪雨災害や将来予測される大規模地震などの災害に備え、農村地域の防災・減
災対策に必要な予算の確保も要望いたしました。

山梨県に農業農村整備事業予算の確保を要請

長崎幸太郎　山梨県知事へ要請

大久保雅直　山梨県農政部長へ要請

渡邊和彦　山梨県副知事へ要請

　このような情勢ではありますが、食料生産を支える農地や農業水利施設等の農業生産基盤は、確実に維持していか
なければなりません。
　農業を魅力ある産業として次世代の担い手に引き継いでいくためには、農地の集積・集約化を進めるとともに、ス
マート農業の推進による農業競争力の強化や将来予測される大規模災害に備えた農村地域の防災・減災対策など、農
業農村整備事業関係施策を計画的に実施することが重要であります。
　山梨県農業農村整備推進協議会といたしましても、国、県の動きに呼応し、本県の農業・農村の維持、発展に向け
て、より一層農業農村整備事業の推進に全力を挙げて取り組んで参りますので、特段のご配慮を賜りますようお願い
申し上げます。

要 請 内 容
　　　　　　　　　１　農業農村整備事業関係の令和５年度予算の十分な確保について
　　　　　　　　　２   農村地域の防災・減災対策の着実な推進について
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－農を守り地方を創る予算の確保に向けて－
　令和４年10月20日、東京都千代田区の砂防会館別館において、全国土地改良事業団体連合会主催による『農
業農村整備の集い－農を守り地方を創る予算の確保に向けて－』が開催されました。
　全国から農業農村整備事業関係者約1000名と衆参国会議員150名が集い、本県からは12名が参加しまし
た。
　初めに、主催者である二階俊博全国土地改良事業団体連合会会長の「闘う土地改良」の力強い挨拶で始まり、
男女共同参画の土地改良区理事の女性登用10％の目標達成へ本格的に取り組むよう求めました。来賓祝辞で
は、藤木眞也農林水産大臣政務官をはじめ、進藤金日子会長会議顧問のほか大勢の国会議員の先生方の熱い
応援のメッセージをいただきました。
　また、本会総務部 萩原丈巳総務課長においては、「全国水土里ネット女性の会」初代会長を令和元年度か
ら令和３年度まで務め、各県の女性の会の立ち上げ
等に尽力し、その活躍と功績が称えられ、二階俊博
全国土地改良事業団体連合会会長より感謝状が授与
されました。
 そして、要請案文を来年の全国土地改良大会開催県
である福井県土連 野坂専務理事が朗読し、全会一致
で採択いたしました。また宮崎雅夫会長会議顧問か
らは農業農村をめぐる情勢報告があり、最後に令和
５年度当初予算の獲得を目指し、沖縄県土連知念副
会長の“ガンバロウ”の発声後、大きな拍手で応え盛
会となりました。

農業農村整備の集い

進藤金日子 会長会議顧問祝辞

二階俊博 全国土地改良事業団体連合会会長挨拶

宮崎雅夫 会長会議顧問による情勢報告

全国水土里ネット女性の会 初代会長
（萩原丈巳総務課長）感謝状授与



　令和4年11月21日から11月23日にかけて全国土地改良大会沖縄大会に参加しました。
　沖縄県は、15世紀に沖縄本島を中心とする統一王朝が形成され独立国家である琉球王国として誕生
しました。1967年に琉球土地改良事業団体連合会として認可され、1972年の本土復帰時に農林大臣
の認可を受けて沖縄県土地改良事業団体連合会と改名されました。
　22日の大会当日は、那覇
市内の沖縄アリーナにて全国
47都道府県より2,000名以
上のNN整備事業関係者が参
集し、全国土地改良大会沖縄
大会が開催されました。
　沖縄県は、空手発祥の地で
あることから空手の型のオー
プニングセレモニーからス
タートしました。
　開会宣言は、沖縄県土地改
良事業団体連合会の中山義隆
副会長より発せられ、開催県の沖縄土地改良事業団体連合会 古謝景春会長、主催者の全国土地改良事
業団体連合会 二階俊博会長の挨拶がなされ、開催地を代表して玉城デニー知事から歓迎の言葉があり
ました。
　また来賓として勝俣孝明農林水産副大臣よりご祝辞をいただき、都道府県土地改良事業団体連合会
会長会議顧問 進藤金日子参議院議員、宮崎雅夫参議院議員からはビデオメッセージにて、大会開催の
お祝いの挨拶をいただきました。
　その後、多年にわたり土地改良事業に貢献された方々が表彰され、山梨県からは楯無堰土地改良区
の今村正城理事長が全国土地改良事業団体連合会会長表彰を受賞されました。　　　　　　　　　　
　次に、農林水産省農村振興局 安部伸治
次長からの基調講演を拝聴いたしました。
式典の終わりには、次期開催地である福井
県土地改良事業団体連合会山﨑正昭会長か
ら挨拶があり、盛会に幕を閉じました。
　農業を守るためには農業農村整備事業の
役割がいかに重要であり、且つ推進するう
えで農林水産省をはじめ、各県の関係機関
と全国の土地改良区が横の連携を保つこと
が大切であると今回の大会に参加し再認識
いたしました。
　最後に、土地改良事業功績者受賞者に改めてお祝い申し上げるとともに、2022年本土復帰50周年
という節目に記念すべき全国土地改良大会沖縄大会が開催され、本大会の企画・運営をしていただい
た沖縄県土地改良事業団体連合会をはじめ関係者の皆様には、大変お世話になりました。本紙面をお
借りして感謝申し上げます。
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大会スローガン大会スローガン“水水土土里里の拓
ひら

くみるく世
ゆ

を鳴らしとぅゆまし守禮の邦
くに

から”
第４４回全国土地改良大会（沖縄大会）に参加

左から藤原監事､高木理事､保坂理事､今村監事（全土連会長表彰）､
山下副会長､佐野理事､舩木理事
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第６回やまなし水土里を育む集い
　　　　　　　　　　　　（多面的活動組織の表彰と活動報告）

　令和４年12月20日、山梨県多面的機能推進協議会は、山梨県甲斐市双葉ふれあい文化館において
第６回やまなし水土里を育む集いを開催し、農村環境保全などの多面的機能保全活動を積極的に行っ
た３組織が表彰されました。表彰式終了後、3組織から事例発表をしていただき、講演として女性理
事を中心として活動を行っている栃木県宇都宮市の申内環境保全会の相良事務局長より先進的な事例
を紹介していただきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〇山梨県知事賞　東
しののめ

雲保全会（甲州市）
代表者：後藤　雅利 様
取組面積：畑 108ha
主な活動
・畑地かんがいの水を利用し、地元小学校の敷地内に生きも

のの生息空間を作り育てていく“学校ビオトープ”を作成
・果樹生産が盛んな本地域において、効率的で持続可能な農

地利用を図るため地域一体となり用排水路・農道・ほ場整
備を推進

〇山梨県農政部長賞　宮
みやかみ

上活動組織（北杜市）
代表者：阿部　毅 様
取組面積：田 20.6ha
主な活動
・耕作放棄地の有効活用として、米・ソバの作付けや花畑を

つくり地域の景観維持を行っている
・イノシシ被害を減少させるための鳥獣被害防止対策強化の

実施

〇山梨県多面的機能推進協議会長賞
大
おお

木
ぎ

地区環境保全会（市川三郷町）
代表者：伊藤　文十四 様
取組面積：畑 0.5ha　田 11.5ha
主な活動
・遊休農地の有効活用として、農地中間管理機構への貸出や

認定農業者の受入れに協力し、農業振興を図っている
・地域活性化を図るため、ほ場整備を取り入れ農業生産基盤

の強化に努めている

東雲保全会（甲州市）

大木地区環境保全会（市川三郷町）

渡邊和彦 山梨県副知事 挨拶 清水一也 協議会会長 挨拶 申内保全会による講演

宮上活動組織（北杜市）



　令和４年11月28日、ホテル
談露館において、農業農村整備
事業に関する意見交換会が実施
され、本会から内藤会長（韮崎
市長）、山下副会長（笛吹市
長）、鈴木理事（甲州市長）、
上村理事（北杜市長）、佐野理
事（南部町長）、望月理事（身
延町長）、舩木理事（小菅村
長）、清水専務理事、今村監
事、藤原監事で出席しました。
　農林水産省から農村振興局 整
備部 水資源課　志村調査官をは
じめ5名の出席があり、山梨県からは農政部　大久保部長をはじめ14名の出席のもと、農業農村を巡
る状況の変化や土地改良事業の対応について意見交換を行いました。

日時：令和４年12月６日（火） 13：30～
場所：山梨県自治会館講堂

　「土地改良団体における男女共同参画推進研修会」が開催され、県内土地改良区及び連合の理事長
等が約40名参加しました。
　本研修会は令和２年の第５次男女共同参画基本計画及
び令和３年の土地改良長期計画において、土地改良区、
連合の理事に占める女性の割合を10％以上とする目標
が設定されたことを踏まえ、目的、方法、定款変更の手
続き等について情報共有を図りました。本研修は男女共
同参画を積極的に進めるための方策を探ることを目的
に、全国土地改良事業団体連合会と山梨県土地改良事業
団体連合会の共催により開催されました。
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研修の様子

関東農政局土地改良管理課 細貝輝 課長補佐

全土連　小笠原善友 上席参与

農業農村整備事業に関する意見交換会

令和４年度 土地改良団体における男女共同参画推進研修



　令和５年10月1日（日）から、複数税率に対応した消費税の仕入税額控除の方式としてインボイ
ス制度（適格請求書等保存方式）が開始されます。インボイス制度の下では、税務署長に申請して登
録を受けた課税事業者である「インボイス発行事業者」（適格請求書発行事業者）が交付する「イン
ボイス」（適格請求書）等の保存が仕入税額控除の要件となります。
　インボイス発行事業者となるためには、原則令和５年３月31日（金）までに登録申請が必要です。
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　インボイスとは、「売手が、買手に対し正確な適用税率や消費税額等を伝えるための手段」であり、
一定の事項が記載された請求書や納品書その他これらに類するものをいいます。
　　※請求書や納品書、領収書、レシート等、その書類の名称は問いません。

○　インボイスを交付できるのは、インボイス発行事業者に限られます。
○　インボイス発行事業者となるためには、登録申請手続を行い、登録を受ける必要があります。
　　なお、課税事業者でなければ登録を受けることはできません。
　※　免税事業者がインボイス発行事業者の登録を受けるためには、「６　免税事業者の登録手続」をご覧ください。
　※　インボイス発行事業者は、基準期間の課税売上高が1,000万円以下となった場合であっても免税事業者にはならず、
　　　消費税及び地方消費税の申告義務が生じますのでご注意ください。

○　税務相談チャットポット（インボイス制度）
　　ご質問内容をメニューから選択するか、文字で入力いただくと、AI（人工知能）を活用して、
　「税務職員ふたば」が自動でお答えします。「インボイス制度特設サイト」からもご利用いただけます。
○　軽減・インボイスコールセンター（消費税軽減税率・インボイス制度電話相談センター）
　　　専用ダイヤル　0120-205-553（無料）　　【受付時間】9：00 〜 17：00（土日祝除く。）
　　インボイス制度及び軽減税率制度に関する一般的なご質問を受け付けています。

消費税の仕入税額控除の方式として

  インボイス制度が開始されますインボイス制度が開始されます

税務職員ふたば

令和５年

10 月１日〜

 １　インボイスとは

 ２　インボイス発行事業者登録制度

チャットポットの
ご利用はこちらから

インボイス制度に関するお問い合せ先

研　修　科　目 講　師

１. 単式簿記方式を継続して貸借対照表を作成する方法  全国土地改良事業団体連合会
支援部　主査　金内　琴美２. 財務諸表等を活用した財務分析の方法 

３. 財務諸表等の作成手続き （ 基礎編 ） 全国土地改良事業団体連合会
支援部　主幹　田中　克哉４. 財務諸表等の作成手続き （ 実践編 ）

　令和４年12月５日、山梨県自治会館講堂において、令和４年度統合整備推進研修（会計研修）を開催いたし
ました。本研修会は、体制強化事業の一環として行う事としており、土地改良区の資産、
負債などの財政状況を明確にするため、土地改良区会計に関する知識を習得することを目

的とし、県内土地改良区の役職員及び関係者を合わ
せ約50名と多くの参加をいただきました。
　冒頭、本会清水専務理事の開会挨拶後、研修に入
りました。
　研修会には、全国土地改良事業団体連合会支援部
の田中主幹、金内主査を講師に招き、本年度より義
務化となった貸借対照表から読み取れる土地改良区
の財務分析等について説明をいただきました。全土連　支援部 田中主幹による研修

全土連　支援部 金内主査による研修

主催者 挨拶
清水一也専務理事

令和４年度  統合整備推進研修（会計研修）の開催



第16回
やまなし農村風景写真コンクール入賞作品

山梨県農政部耕地課において、
山梨県内の農村の持つ美しい景
観、豊かな自然や生態系、伝統
文化を写真を通じて紹介すると
共に、農村の素晴らしさを発見
し、写真を撮ることで農村に対
する理解を深めることを目的と
した、やまなし農村風景写真コ
ンクールを実施しております。

本年度は「豊かさ実感!! やま
なしの農村風景」をテーマとし
て募集し、厳正な審査の結果、
入賞作品23点が決定しました。

入賞作品は、山梨県農政部耕
地課のHPに掲載しています。

■山梨県知事賞　「星屑の夜」　　中村　亮太様／撮影場所：富士吉田市

■審査委員長賞　「夕照を浴びて」
　小林　忠様／撮影場所：北杜市

■農政部長賞　「寒中の収穫」
　村上　敏幸様／撮影場所：都留市

第 16 回やまなし農村風景写真コンクール  受賞者

※敬称は略させていただきました。
※入選は、あいうえお順。

賞 受賞者 作品名

山梨県知事賞 中村　亮太 星屑の夜

審査委員長賞 小林　忠 夕照を浴びて

農政部長賞 村上　敏幸 寒中の収穫

豊かさ実感賞 中村　清治 黄橙に実った柚子

季節賞（春） 星野　郁男 山里の春
季節賞（夏） 真田　俊正 秋気澄む
季節賞（秋） 鈴木　杜顕 " テツ " もぶどうを食ひながら
季節賞（冬） 渡邉　勝 冬の訪れ

入　選 阿部　勝男 黄金の棚田
入　選 井沢　雄治 ホップの栽培
入　選 石井　良二 富士の裾にハサガケ
入　選 岩澤　文男 未来をみつめて
入　選 佐野　海和 美味しく育ってるね
入　選 沢登　幸治 紋様
入　選 塩島　広大 平林棚田冬の静寂

入　選 東條　幹雄 大地のアニメ
入　選 野中　光征 棚田の彼岸花
入　選 野村　宗夫 春一番、祭り
入　選 早水　健一 ドローンでスマート農業
入　選 諸星　重明 満喫の春
入　選 矢ヶ﨑　新助 鳥よどうど
入　選 横森　賢治 実のりの大地

入　選 渡邉　輝実 稲アート

山梨の土地改良　14
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女性理事登用に向けた相談窓口の設置

相談窓口

　土地改良区等における男女共同参画について “第５次男女共同参画基本計画 ”において、令和７
年度までに理事の 10パーセントを女性理事とすることが目標として掲げられました。そのため山
梨県と山梨県土地改良事業団体連合会において、土地改良区等における女性理事登用を推進してい
くため相談窓口を設置しましたので不明点等ございましたら、お気軽にご利用ください。

○中北農務事務所　農業基盤第一課　指導財産担当
　　電話：０５５１－２３－３０８３

○峡南農務事務所　農業基盤課
　　電話：０５５－２４０－４１３６

○耕地課　指導管理担当
　　電話：０５５－２２３－１６２６

○峡東農務事務所　農業基盤第一課　指導財産担当
　　電話：０５５３－２０－２８２１

○富士・東部農務事務所　農業基盤課　指導財産担当
　　電話：０５５４－４５－７８２７

○山梨県土地改良事業団体連合会
　　電話：０５５－２３５－３６５３
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